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国
内
外
共
に
ま
さ
に
悍
し

い
時
代
が
続
き
、
憂
患
を
覚

え
る
昨
今
で
あ
り
ま
す
が
、

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
で
各

方
面
に
て
社
会
貢
献
の
ご
活

躍
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃

は
、
当
同
窓
会
に
対
し
暖
か

い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
た
く
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

母
校
も
石
桜
精
神
、
国
家

の
要
素
た
る
べ
き
人
材
育
成

の
道
場
と
し
て
、
文
武
両
道

を
目
指
し
八
十
一
年
、
そ
の

間
、
悲
喜
憂
苦
す
る
い
ろ
い

ろ
の
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

先
人
が
築
か
れ
た
栄
光
の
伝

統
を
守
り
、
精
華
を
揚
げ
て

い
ま
す
。
当
同
窓
会
は
会
見

相
互
の
親
睦
を
図
り
、
併
せ

石桜同窓会
盛岡市長田町
岩手高等学校内
印刷山口北州印刷㈱

平
成
1
9
年
度
石
桜
同
窓
全
通
膏
総
会
は
、
1

0
月
1
9
日

（
金
）
午
後
6
時
か
ら
盛
岡
市
駅
前
通
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館
で
開
催
さ
れ
た
。
総
会
に
は
お
よ

そ
6
0
余
名
が
出
席
、
会
務
報
竜
決
算
・
予
算
案
が
審

醜
さ
れ
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

総
会
は
事
務
局
の
川
村
康
二

先
生
（
新
2
4
回
）
の
司
会
で
進

め
ら
れ
、
冒
頭
小
枝
指
同
窓
会

長
が
登
壇
し
て
次
の
よ
う
に
挨

拶
し
た
。

「
本
日
は
皆
さ
ん
ご
多
用
の
と

こ
ろ
、
菊
地
校
長
を
は
じ
め
仙

台
か
ら
小
林
先
生
も
来
会
さ
れ

厚
く
御
礼
い
た
し
ま
す
。

1
6
年
度
に
村
上
照
五
郎
前
会

長
（
新
2
回
）
の
授
業
に
よ
る

賛
助
会
費
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

以
来
本
年
も
約
1
6
0
万
を
越

す
金
額
を
頂
戴
し
て
お
り
、
感
謝

に
堪
え
な
い
。
ま
た
卒
業
生
名

簿
は
同
窓
会
か
ら
2
9
0
万
円

と
い
う
助
成
金
と
有
志
の
方
の

広
告
の
ご
協
力
を
頂
き
、
7
年
前

と
同
じ
4
0
0
0
円
と
い
う
金
額

で
発
行
す
る
こ
と
が
山
菜
ま
し
た
。

ま
た
、
新
5
回
の
下
河
原
元
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て
母
校
と
関
係
を
密
に
し
、
そ

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
1
万
5
千
人
余
の
会

員
が
、
新
旧
合
わ
せ
て
7
9
回
生

に
も
及
ぶ
同
期
会
が
そ
れ
ぞ
れ

特
色
あ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

会
負
の
絆
の
強
き
と
母
校
へ
の

思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て

同
窓
会
長
と
同
期
の
関
西
在
住

の
秋
浜
倍
史
さ
ん
の
演
劇
開
催

に
つ
い
て
応
援
す
る
た
め
入
場

チ
ケ
ッ
ト
に
協
力
、
5
月
2
4
日

開
催
の
常
任
理
事
会
で
了
承
を

得
た
上
で
、
在
校
生
の
分
も

1
、
2
0
0
円
の
チ
ケ
ッ
ト
を

1
0
0
枚
1
2
万
円
と
新
5
回
生

の
協
力
も
併
せ
て
2
2
万
を
拠
出
、

赤
字
に
は
な
ら
ず
に
残
金
も
出

す
こ
と
が
で
き
た
。
秋
山
さ
ん

は
関
東
、
関
西
の
演
劇
関
係
者

で
は
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
位

の
人
で
、
兵
庫
で
県
立
の
劇
団

を
日
本
で
は
じ
め
て
設
立
し
、

1
1
年
ぐ
ら
い
会
長
を
し
紀
の
国

展
演
劇
賞
も
得
て
お
り
、
同
窓

の
高
橋
克
彦
氏
は
勿
論
、
I
B

C
岩
手
放
送
の
阿
部
社
長
も
応

援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
話
は
変
わ
る
が
、
東
京

石
桜
会
の
会
長
か
ら
も
話
が
あ

っ
て
、
岩
手
県
の
他
校
で
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
る
と
こ
ろ

が
増
え
る
よ
う
だ
か
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
も
考
え
た

方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
の

話
も
あ
り
、
こ
れ
も
先
の
同
窓
会

≡
≡
≡
≡
三
一
≡
≡
一
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
コ

し
て
い
ま
す
。
若
い
会
員
が
同

窓
会
の
意
義
を
理
解
感
応
し
て

横
極
的
な
参
加
の
奨
め
、
内
容

の
あ
る
名
簿
の
発
刊
、
会
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
等
に
よ

る
的
確
な
情
報
の
発
信
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
会
見
名
簿
は
お
陰

で
七
年
ぶ
り
の
発
刊
を
さ
せ
て

役
員
会
の
香
魚
た
の
で
、
竹
本

先
生
や
佐
々
木
先
生
と
相
談
し
、

準
備
に
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
後
の
懇
親
会
は
今
年
は

旧
1
7
回
と
新
7
回
生
の
方
々
か

ら
幹
事
を
出
し
て
い
た
だ
い
て

進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
」

議
長
は
事
務
局
一
任
の

声
に
よ
り
赤
津
征
夫
君

（
新
9
回
）
を
遠
出

議
事
は

H
平
成
1
8
年
度
事
業
報
告

日
平
成
1
8
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
ク
ラ
ブ
強
化
育
成

基
金
決
算
報
告
、
監
査
報
告

日
平
成
1
9
年
度
事
業
計
画
案
審
議

囲
平
成
1
9
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
・
ク
ラ
ブ
強
化
育
成

基
金
予
算
案
審
議

㈲
賛
助
会
費
に
つ
い
て

的
会
員
名
簿
に
つ
い
て
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≡
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窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
は
、

同
窓
会
活
動
を
よ
り
拡
大
す
る

の
み
な
ら
ず
、
同
窓
の
絆
を
よ

り
強
め
、
私
立
校
独
特
の
連
帯

感
を
育
む
う
え
で
も
大
切
な
も

の
で
あ
り
ま
す
し
、
母
校
の
発

展
、
名
声
に
寄
与
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
先
の

■＼室∴云一．、
総会で小枝指会長の挨拶

課長の赤澤征夫君

㈹
そ
の
他
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て
、
会
報
発
行
に
つ
い
て
）

の
順
で
進
行
し
、
事
務
局
川

村
先
生
よ
り
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
た
め
に
も
皆
さ
ん
か
ら
卒
業

生
の
情
報
を
沢
山
頂
き
た
い
し
、

来
年
の
総
会
は
川
月
2
4
日
（
金
）

牛
後
6
時
か
ら
こ
の
会
場
を
予

定
し
て
い
る
」
と
発
表
さ
れ
た
。

ま
た
会
長
か
ら
補
足
と
し
て
、

毎
年
文
化
祭
開
催
に
つ
い
て
P

T
A
か
ら
中
央
通
側
の
フ
ェ
ン
ス

に
10
メ
ー
ト
ル
位
の
横
断
真
を
宣

伝
の
た
め
は
し
い
の
で
、
1
0
万
円

程
寄
付
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
が

あ
っ
た
と
説
明
が
加
え
ら
れ
た
。

懇
親
会
は

薪
7
、
口
、
1
7
回
生
か

幹
事
で
運
営

懇
親
会
は
新
7
回
の
坂
本
義

邦
君
、
1
7
回
の
二
上
惹
育
君
等

が
運
営
を
担
当
、
新
川
回
の
菊

地
治
雄
校
長
の
「
現
況
報
告
」

で
始
ま
っ
た
。

「
第
一
は
学
校
へ
の
受
験
希
望

者
が
年
々
増
え
て
お
り
、
一
昨

年
よ
り
昨
年
と
は
ぽ
1
0
0
人

ず
つ
以
上
増
え
て
い
ま
す
。
今

の
高
校
3
年
生
は
1
3
0
人
位

だ
が
北
海
道
大
学
、
東
北
大
学

等
に
も
合
格
、
就
職
内
定
者
も

多
い
。
ま
た
中
学
も
全
国
規
模

の
進
学
模
試
が
あ
る
が
一
万
人

強
の
中
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生

徒
も
い
る
し
、
テ
ニ
ス
も
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
出
場
、
岡
碁
、
将

枚
も
5
段
、
1
段
も
い
る
の
で菊地校長の挨拶

優
勝
を
狙
っ
て
い
る
。
」
と
、
力

強
い
説
明
が
あ
っ
た
。

来
年
の
懇
親
会
は
新
1
回

（
旧
1
8
）
の
野
球
部
で
活
躍
し
た

野
村
試
着
と
新
8
回
の
田
中
義

男
君
等
が
幹
事
と
な
る
。

今
回
の
余
興
は
新
1
3
回
の
斎

藤
富
男
君
が
バ
ン
ド
リ
ー
ダ
ー

を
や
っ
て
い
る
ト
ミ
ー
ズ
バ
ン

ド
が
出
演
、
女
性
歌
手
の
他
男

性
も
「
ダ
イ
ア
ナ
」
な
ど
を
歌

い
、
川
村
先
生
も
テ
ナ
ー
サ
ッ

ク
ス
で
久
し
振
り
に
登
場
し
て

盛
会
だ
っ
た
。

ト
ミ
ー
ズ
バ
ン
ド
が
華
や
か

に
演
奏

ま
い
り
毛
我
々

の
今
日
あ
る
人
生

の
基
を
育
み
培
っ

て
く
れ
た
母
校
を

同
じ
く
す
る
仲
間

の
集
団
で
す
。
母
校

ト
ご
挨
拶

血
石
桜
同
窓
会
会
長

小
枝
荷
　
博

総
会
に
お
い
て
開

設
の
承
認
を
い
た

だ
き
、
平
成
二
十

年
二
月
の
立
ち
上

げ
に
向
け
て
準
備

中
で
あ
り
ま
す
。

を
媒
体
と
し
て
出

来
た
素
晴
ら
し
い
人
間
関
係
、

連
帯
意
識
、
先
人
た
ち
が
伝
統

と
し
て
母
校
発
薩
と
後
輩
育
成

に
尽
く
し
て
き
た
意
志
、
努
力
を

よ
り
よ
い
姿
で
後
輩
に
引
き
継

ぐ
責
務
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
課
題
が
山
積

い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
今
、
各
種
の
情
報
手
段
は

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
活
用
等
の
多
様
化
し

て
い
る
現
状
の
中
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
果
た
す
役
割
は
多
大

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
石
桜
同

こ
の
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
東
京
石
桜
会
の
前

会
長
・
近
津
義
l
氏
（
新
8
回

生
）
　
の
肝
煎
り
に
よ
り
実
現
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
東
京
石

桜
会
に
於
い
て
も
当
然
の
こ
と

な
が
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
な
っ
て
創
設
さ
れ
た
賛

助
会
費
制
度
も
順
調
に
推
移

し
て
お
り
、
全
点
各
位
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
活
動
の
原
動
力
で
あ

り
ま
す
賛
助
会
費
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
と
も
よ
り
一

層
の
ご
協
賛
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
桜
同
窓
会
の
基
盤
は
、

同
期
会
、
東
京
・
仙
台
石
桜

会
を
は
じ
め
地
区
支
部
、
職

域
、
部
活
動
ク
ラ
ブ
の
活
動

が
源
で
あ
り
ま
す
。
r
温
故
知

新
】
伝
統
を
守
り
な
が
ら
常

に
意
識
改
革
を
し
て
、
全
会

員
の
ご
支
捷
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
母
校
・
同
窓
会
の
発

展
と
会
員
各
位
の
ご
繁
栄
と

ご
活
躍
を
祈
念
し
挨
拶
と
し

ま
す
。

学
校
長
の
「
学
校
現
況
」
を
熱
心
に
聞
く
同
窓
生

平成18年度　クラブ強化育成基金　決算書

収入の部

礪　　　　　 目 決算 縞 （円） 傭　　　 考

繰　　 越　　 金 5 ．7 4 4．5 17

特 別 会計 よ り

判　　　　　 子 2．4 6 5

一般会計より義人 1．0 0 0，0 8 0

返　　 戻　　 金 2 ．2 7 0．0 0 0

合　　 計 ，．0 16 ．9 8 2

項　　　　　 目 決算 頼 （円 ） 備　　　 考

軟膏 後援 会補 助 2 00 ．0 0 0

褒 賞金 、表彰 楯 、プ レ部 活 動 褒 賞 1 99 ．9 1 1

特別 活動 へ賃 入 2 －2 70 ．0 00

－ ト、の し袋

合　　 計 2 ，6 69 ，9 1 1

繰越金　6．347．071円

平 成 1 8 年 度 決 算 報 告 書

1　 一 個 会 ■ナ

収 入 の 部

料　　　 EJ 決　 算　 額 ユ杓 戊 1 8 句三1空 や 管r 徹
ユ

人　　　 ；壬　　　　 竜三 8 2 0 ▲0 0 11 8 2 5 ＿0 0 0
■歪　 一　 一　　　 鋼 4 5 （L O n lI 3 5 tI．O t）U
t ■　　 1エロ　　 くさ　　 聖■ l ＿5 7 8 ＿6 7 0
井 目　　　　　　　　　　 二戸 9 3 5 2 （】
賀 E　　　　 月y　　　　 入 3 0 8 ＿1 50
才ち　　　　　　　　　　 滞 1 」 6 4 ＿n O O －
挫　　　　 ▲lに　　　　 く玩 1 ＿8 5 4 ＿9 2 7

臣 ・

支 出 の 郡

金　　　 言畏　　　 葦抒 8 6 6 ＿・15 4 8 9 0 ＿0 0 0
石 桜　 会　 わは l助　 墾瞥 4 0 ∩．q U O 4 0 0 ＿O U O
臼 l　　　 瑚 l」　　　 貨 5 8 4 ．8 7 5 5 1In ．0 0 0
塵　　　 弔　　　 錐 3 8 ．0 1 1 3 0 ．0 0 0
i嗜　　　 イJ　　　　 空曹 8 4 2 ．8 7 0 9 0 U ．U りII
軍　　　 功　　　　 亡き 4 ．2 7 5 5 ＿0 0 0
J仔　 猫　　 手　　 当 6 1）．q U O 6 11 ．（〉P ll
雛　　　　　　　　　 愕 5 6 4 ．8 3 0 3 2 0 ．0 00
仲　 川　 会 i什 舶 人 2 ．16 4 ．0 0 0 1 ．0 0 0 ．0 0 0
ク ラ ブ 強 化 手打i 基 金 1 ＿II0 （I＿0 0 1） 1 ．0 り0 ．O O U
二戸　　　 例村　　　　 費 0 2 3 0 ．U O II

i什 6 ．5 2 5 ．3 15 5 ．3 3 5 ．0 0 II

tI ！躊 別 会 ‡十

収 入 の 郡

■斗　　　 ＝ i大　 字江　 粕■i Jr勺戊 Id iH Ⅱ 1 ～停 職
－ 椒 会 計 よ り 鳥u 人 2 ．16 4 ．0 0 1I 1 ．t）O II ．tIU O
利　　　　　　　　　 ∴予 1 ．1 8 2 10
耕　　　 地　　　　 二企 2 ．9 3 8 ．7 4 8 2 ．9 3 8 ．7 －18
ク ラ フ■効けヒよ り lq 人 2 ．2 7 0 ．O U l） ー
名 ；障　 戊こ　 てキ　 イ℃ 1 ．2 12 ．2 3 tI －
合　　　　　 封 ・ は．5 8 6 ．1 6 1） ：1 ．9 3 8 ．7 5 8
支 出 の 部

名　　 帝　　 印　 l刑 6 ．2 0 0 ．O IM 〉 2 ．9 U O ．0 0 0
i毎　　　 払 ！　　　 了貌 2 ．2 7 0 ．0 0 0 －
合　　　　　 刑 ・ B ．4 7 0 ，0 0 tJ 2 ．9 0 0 ．（IO l】

平成18年度　石櫻同窓会　事業報告
こう弥
紀　之氏
均氏
一　也氏

さのえね支店
仙台ガーデンパレス

平成18年8月18日　名凱こ関する打合会　於
名簿委員長　村　井
総務委員長　明　戸
広告委員長　菅　原

平成18年8月24日　常任理事会・監査会　於

平成18年8月26日　仙台石櫻同窓会総会　於
会長・校長出席

平成18年9月8日　理事会　　　　　　於　きのえね支店
平成18年9月22日　同窓会総会　　　　於　ホテ／レメトロポリタン盛岡
平成18年10月14日　東京石櫻同窓のつどい　於　宵山ダイヤモンドホール

会長・校長出席
平成18年12月26日　同窓会報発行
平成19年5月8日　三役会　　　　　　於　きのえね支店
平成19年5月24日　常任理事会　　　　於　きのえね支店

平成19年度　事業計画
平成19年9月1日　仙台石櫻同窓会総会　於　仙台ガーデンパレス

会長・校長出席
平成19年9月25日　監査会・常任理事会　於　きのえね支店
平成19年10月5日　理事会　　　　　　於　さのえね支店
平成19年10月19日　同窓会総会　　　　於　ホテルメトロポリタン盛岡
平成19年11月10日　東京石櫻同窓のつどい　於　青山ダイヤモンドホール

会長・校長出席
平成19年12月　　　同窓会報発行

○クラブ活動強化のための助成
○優秀成績部活動の顕彰
○横断幕の寄付
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甘　中　10．000
貫　中　10．000
正　次　10．000
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正　喜　10，000
秀　夫　10．000
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清　載　　4－000
田　武　　4．000
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手
中
学
校
・
岩
手
高
等
学
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
般
し
て
い

ま
す
。
学
校
案
内
や
生
徒
募
集

要
項
を
は
じ
め
、
部
活
や
修
学

旅
行
の
様
子
な
ど
、
情
報
充
実
。

岩
手
高
等
学
校
の
生
徒
の
様
子

が
分
か
る
プ
ロ
グ
は
、
ほ
ぼ
毎
日

更
新
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
僧
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
石
桜
同
窓
会
独
自
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
予
定
。

こ
ち
ら
も
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
h
t
t
p
‥

＼
＼
W
雲
1
．
i
w
a
訂
・
j
b
．
乱
L
p
＼

●
岩
手
鳥
等
半
枚
プ
ロ
グ
ア
ド
レ
ス

F
t
t
p
‥
＼
＼
b
l
O
g
J
i
く
e
d
O
O
r
．

j
p
＼
i
w
a
t
e
ゝ
∽
＼
、

●
石
桜
間
窒
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

g
p
‥
＼
＼
宅
喜
．
袴
巳
等
争
c
O
已

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関

す
る
お
問
い
合
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

i
已
○
◎
紹
k
i
O
亡
・
O
b
．
c
O
m

ま
た
、
同
窓
会
H
P
へ
の
同
期

会
情
報
、
同
窓
企
業
を
重
要
電

詳
細
は
H
P
を
ご
覧
下
さ
い
．

ヽ

‘

●

・

．

●

●

●

1

暮

．

1

．

J

●

」

1

J

…
同
窓
会
名
簿
、

t
　
　
　
発
売
中

「

－

●

！

－

●

1

．

．

●

●

l

l

．

エ

ー

今
年
5
月
か
ら
同
窓
会
名
簿

の
発
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

す
で
に
申
し
込
ま
れ
て
い
る

方
に
は
発
送
済
み
で
す
が
、
ま
だ

申
し
込
ま
れ
て
い
な
い
方
は
、
会
報

に
同
封
し
た
振
り
込
み
用
紙
を

ご
利
用
い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。

●
同
窓
会
名
簿
（
1
冊
4
0
0

0
円
）
／
申
し
込
み
・
闘
い
合

わ
せ
は
同
窓
会
事
務
局
ま
で

スタジオ撮影・各種スピード写稟・各種カメラ
カラー・D．P．E ・記念出張稚彰

フォト M ⑳ R l◎ K A 苧窮

池ノ谷　 忠　正

材木町信用金庫向　T E L （622）7457

不動産仲介業

臼 有限会社リ ン ク ス

桑　原　伸　行（新22回生）
〒02誓品1芳志野 重禁諾慧慧ど05‾22

大小御宴会・御商談等に
御利用下さい。

御食事処
；；；菅 の え ね 支 店

盛 岡市 本 町 通 1 丁 目1 7－6

電話 622－9346

特定建設業
Z 株式会社下 河 原 組

代扱収締役会最下河原響嗣郎 （新5 匝】生）〒02… 403
代貯取締役社長下河原 大希（新36回生）芋諾 慧 荒 地… 削

常積取戚投下河原　 宏t己（斬39回生）FA X 6駕ト2360
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ケ・く＞・〇・■く＞・く＞・く＞・〇・・く＞・く＞・く＞・く＞・〇・・く＞・く＞・〇・一く＞・○叫く＞・〇一・七一・く＞・く＞・く＞・く＞・ケ・く＞・〇・・くト・ケ・〇・・〇・・ケ●〇・・くト・

享　　　　　　　　　　　◎中高⊥畠∧
Y
・
人
Y
・
人
Y
・
人
Y
・
人
Y

書目’’’‾1’’’∽　スタート
・高等学校　皇軍－そ中手岩

〇・・く＞・く＞・七一・〇・・く＞・く＞・く＞・く＞・〇・・く＞・く＞・く＞・〇・・く＞・く＞・く＞・く＞・く＞・〇・・く＞・〇・・く＞・く＞・〇・・く＞・○…〇・●く＞●く＞．〇・．く＞．くト．く＞J

岩
手
中
二
局
は
岩
手
県
内
唯

一
の
男
子
教
育
に
誇
り
を
も
っ

て
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
平
成

1
8
年
か
ら
は
、
時
代
の
要
請
に

応
え
る
べ
く
、
「
中
高
一
貫
E
X

コ
ー
ス
」
を
新
設
。
母
校
は
生

ま
れ
変
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

岩
手
中
学
E
X
コ
ー
ス
の
生

徒
は
、
P
S
A
T
全
国
模
試
に

挑
戦
。
P
S
A
T
全
国
模
試
は

首
都
圏
難
関
有
名
私
立
中
学
の

生
徒
が
7
千
人
～
1
万
人
受
験

す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
模
擬
試
験

で
す
。
こ
の
模
試
の
結
果
で
も
、

E
X
コ
ー
ス
第
1
期
生
、
第
2

期
生
と
も
に
確
実
に
成
績
が
上

昇
し
て
い
ま
す
。

●
中
高
三
見
の
メ
リ
ッ
ト

中
高
で
重
複
学
習
す
る
科
目

の
内
容
を
精
選
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
高
校
受
験
の

負
担
が
な
く
、
将
来
の
目
標
を

重
視
し
た
学
習
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
ク
ラ
ブ
活
動
は
6
年

間
の
指
導
で
、
強
い
体
力
や
高

い
技
術
を
育
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
充
実
し
た
授
業
内
容

7
時
間
授
業
（
公
立
中
学
に

比
べ
て
、
3
年
間
で
7
3
5
時

間
多
い
授
業
）
を
実
施
し
ま
す
。

英
語
・
数
学
は
標
準
時
間
の
2

倍
以
上
を
確
保
。
模
擬
試
験
を

活
用
し
て
、
学
習
の
定
着
を
確

認
し
ま
す
。

●
学
年
を
越
え
た
授
業

数
学
・
理
科
は
1
年
分
、
早

い
進
行
。
高
校
特
理
コ
ー
ス
の

上
位
学
年
と
の
合
同
授
業
が
可

能
で
す
。

「
E
X
」
と
は
「
エ
ク
ス
プ
レ
ス
　
（
急
行
列
車
）
」

の
意
味
で
す
。
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
ふ
つ
う

の
子
ど
も
た
ち
に
無
理
な
く
確
実
に
先
取
り
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

中
高
6
年
間
の
授
業
日
数
を
織
り
込
ん
だ
ス
ロ
ー

ガ
ン
「
現
役
合
格
1
3
0
0
（
イ
チ
サ
ン
マ
ル
マ
ル
）

日
作
戦
」
で
、
医
歯
薬
系
を
含
む
国
公
立
理
系
や
難

関
私
大
理
系
へ
の
進
学
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●入学金／無料

中学入学時および高校進学時の入学金が全

員無料になります。

●授業料／無料

中学3年間の授業料が全員無料です。

●在学成績特待

中学在学時の成績で、高校進学の際、特待

生として授業料が免除の特典を受けられます。

●部活動成績特待

部活動で顕著な成績をあげた生徒は、部活

動特待生として高校3年間の授業料が無料ま

たは減免の特典を受けられます。

平成20年度岩手中学校　入学試験要項

●募集定員／中高一貫EXコース20名

●選抜方法／筆記試験・調査書・面接

（国語・算数）

●願書受付／平成20年1月22日（火）～

1月25日（金）

●試験日・会場／1月26日（土）本校

●合格発表／1月31日（木）

●入学手続／2月9日（土）

万全の挙晋で劫
●屈公立大●有名私大

●医歯薬系大

幕校2年内書を
全般に苧曹

其環・教攣・理科
中学躊転を傭了

1年！∃芸言器芸≡芸芸…書芸芸2年∈∃芸…書芸芸…芸芸：罠芸芸3年2∃芸…器芸…芸芸：冨芸芸

・三1■■ヒ 2 8
公 立 中　 1 18 5

1 10 5 2 4 5

5
1

t lO 5

18 5

1 10 5

1 40

l t40

4 5
】4 5

10 5

9 0

70 ・－ 10 0

4 5

14 5

】

7 0

17 0

35

35

35

35

15

0 ～3 0

7
1
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，07年春の合格大学
国公立大学（北大ほか）・東京6大学（立大ほか）
関西6大学（同志社大ほか）・難関私大（岩手医大ほか）に

（詳しくは学校案内、HPをごらん下さい）

3
コ
ー
ス
が
○

続々合格

時
代
の
要
請
に
応
え
て
、
栄
え
あ
る
歴
史
を
継
承

し
っ
つ
、
進
取
の
気
概
を
も
っ
て
2
1
世
紀
の
高
等
学

校
教
育
を
模
索
す
る
本
校
で
は
、
平
成
1

8
年
か
ら
理

数
教
育
の
強
化
と
国
際
化
を
見
据
え
た
英
語
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
1
9
9
5
年
の
ア
メ
リ
カ
で
、
た
っ
た
3

校
だ
っ
た
男
子
校
が
2
0
0
6
年
に
は
2
5
0
校
以

上
と
な
っ
た
状
況
が
示
す
よ
う
に
、
男
女
別
学
の
有

効
性
が
脳
科
学
の
研
究
の
進
歩
に
よ
り
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
。
8
0
有
余
年
に
わ
た
り
、
男
子
教
育
の
歴
史

を
刻
ん
で
き
た
本
校
の
校
是
「
石
桜
精
神
」
は
、
い

か
な
る
困
難
に
も
負
け
ぬ
精
神
力
を
養
い
ま
す
。

普
通
科
の
本
校
は
生
徒
た
ち
を
さ
ら
に
上
の
学
校

へ
進
学
さ
せ
る
こ
と
が
当
然
の
責
務
と
考
え
て
い
ま

す
。
新
生
・
岩
手
高
等
学
校
の
「
現
役
合
格
6
6
0

日
作
戦
・
推
薦
入
試
ク
リ
ア
作
戦
」
を
今
後
と
も
ご

注
目
下
さ
い
。

特理特文コース瞞0日作戦

●朝学習を毎日行います。
●年間授業日数は唾麺垂です。
●大手予備校の衛星放送授業を取り入れ、入試を意
識した授業を行います。
●放課後講習を毎日行います。
●長期休暇中に学習合宿・特別講習を唾画車間行います。

●朝学習を毎日行います。
●年間授業日数は唾麺垂です。
●大手予備校の衛星放送授業を取り入れ、全国レベ
ルの学力をつけます。
●放課後講習を毎日行います。
●蜃串玩画顧酌屈して英検二級レベルを目指します。

●長期休暇中に学習合宿・特別講習を車間行います。
●脚を行います。

ヽ｝＿＿

●朝学習を毎日行います。
●年間授業日数は唾垂車重司lです。
●大手予備校の衛星放送授業を取り入れ、実戦に向
けた演習を中心に授業を進めます。
●特別学習室で個人添削を行います。
●さらなる英語力の強化をはかり、実社会で役立つ
英語運用能力を身につけます。
●長期休暇中の特別学習・センター直前講習
試験対策講習を由間行います。

1．1ノ寸

、　■　　　　　　‾　▼、　－1　■・■　l

きれの目標に合わ
コーズ遠択が可能　■

個
性
を
伸
ば
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
を

選
択
す
る
こ
と
で
、
自
己
実
現
が
確
実
に
な
り
ま
す
。

●
総
合
進
学
「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
進
学
コ
ー
ス
」

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
へ
の
進
学
、
公
務
員
・
民
間
就
職

試
験
な
ど
、
多
様
な
希
望
に
対
応
す
る
コ
ー
ス
。
グ
レ
ー
ド
別

授
業
や
選
択
科
目
が
充
実
し
、
基
礎
力
の
ア
ッ
プ
や
応
用
力
の

養
成
を
は
か
り
ま
す
。
大
学
進
学
で
は
、
豊
富
な
指
定
校
推
薦

枠
を
活
用
で
き
ま
す
。

●
特
理
「
特
別
理
系
進
学
コ
ー
ス
」

国
公
立
理
系
学
部
、
医
歯
薬
系
大
学
へ
の
進
学
を
目
指
す
コ

ー
ス
。
理
系
科
目
に
重
点
を
置
い
た
特
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、

現
役
合
格
を
目
指
し
ま
す
。
大
手
予
備
校
の
授
業
を
衛
生
放
送

で
受
講
し
、
実
力
を
養
成
し
ま
す
。
長
期
休
暇
中
は
合
宿
学
習
、

特
別
講
習
が
あ
り
ま
す
。

●
特
文
「
特
別
文
系
進
学
コ
ー
ス
」

国
公
立
文
系
学
部
、
難
関
私
立
文
系
学
部
を
目
指
す
コ
ー
ス

で
す
。
文
系
科
目
に
重
点
を
置
い
た
特
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
現

役
合
格
を
目
指
し
ま
す
。
大
手
予
備
校
の
授
業
を
衛
生
放
送
で

受
講
し
、
実
力
を
養
成
し
ま
す
。
長
期
休
暇
中
は
合
宿
学
習
、

特
別
講
習
が
あ
り
ま
す
。

※
特
理
と
特
文
は
、
2
年
進
級
時
に
コ
ー
ス
の
再
選
択
が
可

能
で
す
。
ま
た
、
特
理
・
特
文
は
1
年
次
、
合
同
ク
ラ
ス

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

入
学
特
典

●
学
業
特
待
生

調
査
書
推
薦
を
受
験
す
る
者
（
中

学
3
年
次
の
5
教
科
評
定
が
平
均
4
・

5
以
上
で
、
品
行
方
正
な
者
）
、
お
よ

び
前
期
入
試
・
後
期
入
試
を
受
験
す

る
者
（
学
力
試
験
の
得
点
が
平
均
8
5

点
以
上
で
品
行
方
正
な
者
）
は
入
学

金
・
授
業
料
免
除
（
学
年
更
新
）
。

ま
た
、
尊
顔
入
試
成
績
上
位
5
名

に
は
制
服
を
支
給
。

●
ク
ラ
ブ
特
待
生

・
ク
ラ
ブ
推
薦
入
試
を
受
験
す
る
者

で
、
本
校
在
学
中
、
ク
ラ
ブ
活
動
を

積
極
的
に
続
け
る
意
志
の
あ
る
者
は

入
学
金
免
除
。

・
ク
ラ
ブ
推
薦
入
試
を
受
験
す
る
者

で
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
成
績
が
優
秀
な

者
（
岩
手
県
大
会
の
規
模
以
上
の
大

会
で
顕
著
な
成
宿
を
収
め
た
者
、
ま

た
は
そ
の
種
目
で
本
校
顧
問
が
優
れ

た
能
力
を
有
す
る
者
と
認
め
た
者
）

に
は
、
3
年
間
の
授
業
料
の
全
学
ま

た
は
半
額
を
免
除
。

※
野
球
部
は
高
野
連
規
定
に
よ
る
。

●
家
族
特
待
生

家
族
（
父
、
兄
）
　
に
卒
業
生
や
在

校
生
が
い
る
者
は
、
入
学
金
免
除
。

●
在
学
生
奨
学
金

学
業
特
待
以
外
で
入
学
し
た
者

で
、
学
年
成
績
が
平
均
8
5
点
以
上
の

者
に
は
、
規
定
の
奨
学
金
を
授
与
。

ま
た
、
在
学
中
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
者
に
も
規
定
の

奨
学
金
を
授
与
。

※
各
種
奨
学
金
制
度
（
岩
手
育
英
奨

学
金
、
岩
手
県
私
立
高
校
授
業
料
減

免
制
度
、
岩
手
奨
学
会
育
英
奨
学
金
）
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M
第11回みちのく番季陸上一・閑大会出場
第59回岩手県高等学校総合体育大全盛岡地区予選大会出場
平成19年度書手陸上鏡機会出l■
第59回岩手県腋等夢枕総合体育大会陸上農技出場
男子108m　西川　雄　　第6位（東北大会出場穐護躊）

第62回禦北高等学校陸上競技大会と即■　男子100m　西川　雄
第59回岩手県民体育大会陸上競技盛岡地区予選大会出場
平成19年度岩手県陸上農技選手権大会出場
第58巨】岩手県新人陸上大会出場
弟子100m　西川　雌　　第4位（東北大会出場櫓攫締）

ソフトテニス部
第41回全日本私jZ高等学校ソフトテニス大会出叫
第59回盛岡市民体育大会兼岩手県高等学校総合体育大会ソフトテニス競技
盛岡地区予選
個人戦　健勝l腋静雄惰・赤澤和巳j阻
抑眉岩手■■書手崩合体雷大食ソフトテニス■技
t人　■■■鴨・ホ＃和巳や　インターハイ出棚糟

東北大会出場稚獲手■
第50回東北高等学校ソフトテニス大会出場
窮59巨，岩手県民体育大会ソフトテニス競技
個人　藤澤雄聞・赤澤和巳組　ベスト8
平成19年度全国高等学校総合体育大会　ソフトテニス農技出場
バスケットボール郎
第59回岩手耶高等学校総合体蘭大会バスケットボーJレ競技盛岡地区予選
県推環
第59回岩手県高等学校総合体育大会バスケットボール競技　第3位
第59回岩手県民体育大会バスケットボール農技盛岡地区予選全　県推贋
第59回岩手県民体育大会バスケットボール鏡技
バレーボール鬱
第59回岩手県高等掌紋総合体育大会バレーボール艶枝盛岡地区予遭出場
謂開国岩手県民体育大会バレーボール競技盛岡地区予遭大会出場
荊7回岩手県私立高等学校バレーボール選手檀大会出場
ハンドボール都
祁59回盛岡市民体育大会出場
第59回岩手県高等学校総合体育大会ハンドボール競技出切
ラグビー缶
第59回岩手県高等学校総合体育大会ラグビー放校出場
第59回岩手県民体育大会ラグビー競技少年の酌出場
第86回全国高等学校ラグビーフットボール選手檜岩手県大会出場二次予遺
進出
第39回岩手県高等学校新人ラグビーフットボール大会出場（Aプロッタ昇格）
桑i■蓼
第59匝】岩手県高等学校総合体育大金森遭競技盛岡地区予選大会出場
窮59回盛岡市民体輝大会柔遺競技出場
第59回岩手県高等学校総合体育大会柔道放校出場
個人90細緻ペスト16　鈴木秀幸
第59回岩手県」民体育大会柔道競技盛周地底予遇大会出場
第39回盛岡市中学校」配合体育大会柔道競技
男子個人7独仔政1第　位　遠藤　匠

綱遭蓼
第591司盛岡市民体育大会則遭農技出場
第59回岩手県高等学校総合体野犬会則道鏡技出場
団体　予選リーグ敗退　　個人　大僧田恭輌　ベスト8
第53回東北満等学校剣道選手欄大会
個人　大伯田恭欄　出場　一匝】l馳敗退
第59回岩手県民体育大会則迅農技出場　団体二回戦敗過
山岳甘
粕回岩手Il轟騨柵合体■大童土山Il技　書手l弔体儀】■（インターハ
イ出■11胃）

相良】岩手Il馬体■大食山岳1■技　クライミング　　t■　Aチ・－ム
3位　Cチーム
4位　Bチーム

書　　　　走　　鵬　Bチーム
3位　Aチーム
8位　Cチーム

平成19年度岩手県クライミング遭手札大会
少年男子の郡　2位小野寺　5位近藤　6位石塚、久保田、平久井
平成19年度岩手県山岳マラソン大会
少年男子の訪塩静服部　　位珂蓼　　位石」≠　5位近＃　9位菊池
平戚柑年虞全l軋■■攣横線合体■大食t山■技団体事qu■
テニス揮
第14回東北書季ジュニアテニス大会
181枚以下男子シングルス　ベスト8　高■重液、棚Ⅰ田直人
平成18年度東北私立高校テニス大会　団体優勝
第59回盛岡市民体育大金テニス競技
男子シングルス　聯　戸井口一矢　　増援勝　高嶋童滋

3位　柳田直人
ベスト8　工l静持、品未1■佑
ベスト16　北山事、＃8】糟、千田す也

男子タブ／レス　　綻勝　　工藤将・高欄重液組
準慢l静　柳B暮人・戸井口一矢18
ベスト8　品末層佑・1■阻翔姐

御匝l考事れ1■■拳振毒合体■大会テニス．■技
団体t■　VlO（■北大裁・インターハイ出1●＃書1■）
書手シンクルス　t」■　　サ田■八■紀和■・インター八イ出ヨ巴≡芝だ）

攣t■　工】■欄・＋粛3位　■三三≡三三
ベスト8　戸井口一矢
ペスト16　北山傷、千田サ也、鎌田鞘

！■チタフルス　　t靡　l■田■人・戸井口一矢（★北大食・インター
ハイ出■柵岬削

■仙■　工桝・轟箪■
第3位】■田知糟・吉田戴妃、畠兼】■佑・■8】l事鯛
ベスト8　北山鴨・吉田怜央、佐井1・千阻≠也

第28回岩手県ジュニアテニス選手は大会
18慮以下シングルス　鮭勝　高書圭滋　　準1脾勝　柳田正人

3位　エ】蓼将、戸井口一失
ペスト8．鳳来暢佑　　ベス16　鎌田知希

181昧以下ダブルス　　擬勝　　柳田l工人・高I■圭滋組
準帥　工藤将・戸井口一失舶
第3位　北山隼・古田怜央組

相成以下シングルス　3位　＃田相、千lヨ慎也
ベスト8　位井貫、戸井口拓矢
ベスト16　中村1蜜太、吉田】旬

lti】鏡以下ダブルス　　準優勝　千田慎也・佐藤真組
3位　鎌8㍍覇・古田拘組
ベスト8　戸井口拓矢・竹花国法」阻

14歳以下シングルス　健勝　伊藤大J陣　　5位　川村卓也
6位　古田怯　　ベスト8　中村公亮
ベスト16　三平奨

14壕以下ダブルス　　優勝　伊藤大lf・立花光組
3位　川村卓也・中村公売組
第3也　三平簗・吉田喝
ベスト8　菊池嬢・田丸無人

第48匡l東北高等学校テニス選手1t大会　団体ベスト8
男子シングルス　ベスト8　柳田直人、ペスト16　高橋圭滋
男子ダブルス　　ベスト8　柳田正人・戸井口一矢組
岩手県テニスiE手織大会2007　男子シングルス封立　柳田正人

ベスト8　高輪圭i鑑
粛59日】着手脚■大童テニス】■捷少年の鮮
少年男子シングルス　棚　　嘉闇

■t■l■田■人
31正　　品末】■佑
ベスト　　戸井口一矢、tlヨl事、佐■】■

ベスト181■田丸鶉、吉田檜矢、工】■糟、千田
慎tb、声井口拓矢

少年舞子ダブルス　　t■　　■田i■人・嘉繹壬巨叢寧
攣t■　戸井1コ一矢・干Eltt如岨

粛3位　吉田惰央・書即I絶
ペスト8　北山準・鎌田知希組、工藤将・吉田

的組
平成19年度全国高等学校1巴合体市大会　テニス醜技出場
水泳鬱
第59回岩手県高等学校総合体育大会水泳放校出場
1500m自由形7位、400m自由形7位　藤班恭平（架北大会出■欄碑樽）

平成19年度真北水泳大会出場
サッカークラブ

第59回岩手県高等学校一捻合体育大会サッか一統枝盛岡地区予過出場
第59回岩手県民体育大会サッカー競技盛岡地区予選出場　→　地区代表
第59回岩手県民体育大会サッカー競技出場
第86回全国高等学校サッカー；耳手楕大会　岩手県予1遍出場
硬式蒜諒岩；
第54回春季東北地区高等学校野球岩手県大会盛岡地区予凛
岩手　5－0　盛岡農業（36年ぶり地区代表）
県大会　　一匝l戦　　岩手　1－7　高上巧
第89回全国高等学校野球遭手織岩手大会出場
■球揮
第59回岩手県高等学校総合体育大全車種農技盛岡地区予選出場
第59回岩手県民体育大会ヰ球競技盛岡地区予遥出場
第52回岩手県補等学校新人大会卓球競技盛岡地区予遡会出場
l司暮将棋郎
第3回来日本都市対抗将棋大会岩手県予遭
1騒勝　工藤元　河口j掠允　東日本大会出場職種樽
第29回アマチュア締機レーティング選手楕
傑農　工J捧元　（全回大会出場権獲得）
第3回文部科学大臣杯小中学生幽碁抗体載農手県予選
第3位　木村祐太郎、畠山雄太、千葉潔準

平成19年度岩手県アマチュア将棋竜王一晩　第3位　掃口戯t允
第29回アマチュア将棋レーティング遭手稚全同大会
決勝トーナメント進出　工藤元
書29回岩手Il■■攣校得撫大食
Il子団体A慮儀」■　替れ中、エ■元、」■付蕎芳

（5年；暮仇71司日）（全IT大食出■一■暮■）
平成19年度岩手英アマチュア将棋名人戦
準健勝　河口滞允　ベスト　　岩泉穀　西田明斗
幕【国会中■書事校月暮；■享け岩手井大会　井手団体ベスト0
平成柑年よ全年中攣生■掛闊桝；■手1t警手！■予；■大食
攣t■　5■ロ正允　　事31立　西n明斗　田岡拓tb
第3回文部科学大庄杯小中学生将棋団体戦岩手県予遭
僚勝　　掃口；韓允、西田明斗、田岡拓也（東日本大会出場権踵紺）
準優勝　田口啓太、川村啓影、平河太1枚
罪3位　川村翔平、岡本拓即、皆川泰亮
少年少女囲碁大会岩手県予選　第3位　木村祐太郎　　第4位　畠山ぷ太
平成19年度東北六県将棋大会
副将戦健勝　岩泉綬（団体岩手県チーム準優勝〉
幕20回全lヨ■榊t王■l毒手れ予玉
鋼柑　工】■元
欝3位I8川浩】■
第4立　藤村清秀
幕31回全‘書榊攣校総合文化禦（▲れ大会い将蠣艶円　■子団体書三t立

吹暮妄■♯
第45垣Ⅰ全日本吹兼業コンクール盛岡地区大会金一躇（県大会出場糟漕手■）
第45回全日本吹葬楽コンクール岩手県大会ポ‘首
写真鉱
祈30回岩手県高等学校総合文化祭・第26回高段写真展参加
絵画鬱
＃引回全車■騨㈱合文化震（】■蠣大食）集禰工墓立体鬱円●加
成井昭慣
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4
5
年
続
け
て

越
戸
賞
を
表
彰

越
戸
廟
雄
さ
ん
（
新
1
6
回
）

1
9
3
0
年
代
を
中
心
に
活

躍
し
、
日
本
水
泳
界
で
「
幻
の

（
東
牽
五
輪
ス
イ
マ
⊥
と
称

さ
れ
た
盛
岡
市
出
身
の
水
泳
選

手
・
室
戸
健
一
き
ん
。
4

0
年
代

に
開
催
予
定
だ
っ
た
ア
ジ
ア
初

の
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル
が
期

待
さ
れ
な
が
ら
も
、
夢
半
ば
で

戦
場
に
散
っ
た
ス
イ
マ
ー
だ
。

甥
で
あ
る
越
戸
国
雄
さ
ん
は
、

叔
父
の
功
績
を
語
り
継
ぎ
、
「
第

二
の
越
戸
健
二
輩
出
を
願
っ

て
些
戸
貨
を
創
設
。
4

5
年
前
か

ら
表
彰
を
続
け
て
い
る
。

越
戸
貨
は
、
毎
夏
に
行
わ
れ

る
岩
手
県
高
校
新
人
大
会
の
水

泳
競
技
の
4
0
0
メ
ー
ト
ル
自

由
形
男
女
優
勝
者
に
贈
ら
れ
る
。

今
年
は
8
月
3
1
日
と
9
月
1

日
、
西
和
賀
町
湯
本
屋
内
プ
ー

ル
で
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
国
雄

さ
ん
は
、
自
身
も
日
本
体
育
協

会
公
認
の
水
泳
コ
ー
チ
と
し
て
、

後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

本
校
綾
の
旧
職
一
万

岩
手
県
芸
術
遵
贅
を
受
賞

職
員
と
し
て
、
昭
和
4
0
年
か

ら
平
成
に
か
け
て
、
岩
手
高
等
学

校
の
国
語
を
担
当
し
た
小
畑
勝

行
先
生
が
、
文
芸
・
評
論
「
戦
後
文

学
を
読
む
」
で
、
岩
手
聾
委
員

会
2
0
0
6
年
度
岩
手
県
芸
術

選
奨
を
受
質
。
今
後
の
活
動
に

も
大
い
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

薫
別
回
生
・
檜
山
直
樹
氏

「
あ
な
た
の
元
気
が

日
本
の
元
気
－

～
心
の
経
宇
会
社
の
経
営
上

発
刊

税
理
士
櫓
山
直
樹
事
務
所
の

創
立
2
0
周
年
を
記
念
し
て
、
横

山
直
樹
き
ん
（
第
2
4
回
）
が
r
あ

な
た
の
元
気
が
日
本
の
元
気
！

～
心
の
経
営
・
会
社
の
経
営
～

（
発
行
　
ぎ
ょ
う
せ
い
、
定
価

1
、
9
0
0
円
、
税
別
こ
を
初

出
版
。
豊
富
な
経
験
に
裏
打
ち

さ
れ
た
デ
ー
タ
で
正
し
い
経
営

を
分
か
り
や
す
く
教
え
る
、
経

営
論
の
本
で
す
。
最
寄
り
の
春

店
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

●
九
桜
会
　
同
期
会

3
月
3
日
、
市
内
「
ホ
テ
ル

エ
ー
ス
」
に
て
「
古
希
を
祝
う

集
い
」
と
し
て
同
期
会
を
開
催

し
、
4
8
名
が
参
加
。
来
賓
と
し

て
、
菊
地
校
長
、
足
淳
至
先
生

ご
夫
妻
、
池
口
先
生
、
吉
見
正

信
氏
が
出
席
し
ま
し
た
。

青
山
暗
二
氏
や
池
澤
義
顔
氏

を
は
じ
め
、
初
参
加
の
宇
土
澤

廣
司
氏
や
小
枝
指
博
同
窓
会
長

ら
、
多
数
の
参
加
者
が
第
1
部

の
総
会
は
も
ち
ろ
ん
、
第
2
部

の
「
古
希
を
祝
う
会
（
同
期
会
）
」

で
旧
交
を
温
め
た
。
古
希
を
祝

う
会
で
は
、
恩
師
紹
介
や
恩
師

代
表
挨
拶
も
あ
り
、
母
校
で
過

ご
し
た
時
代
が
懐
か
し
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

●
岩
手
高
校
新
1
9
回
生
還
暦
を

祝
う
会

平
成
1
9
年
u
月
1
8
日
つ
な
ぎ

温
泉
ホ
テ
ル
大
観
で
早
め
の
還

暦
の
お
祝
い
を
か
ね
て
恒
例
の

新
1
9
回
生
（
昭
和
4
2
年
卒
業
）

の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

遠
く
は
横
浜
か
ら
卒
業
以
来

初
め
て
の
参
加
と
い
う
同
級
生

を
含
め
2
1
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

岩
手
山
神
社
の
宮
司
笹
田
武
彦

様
に
よ
る
神
事
に
ひ
き
つ
づ
き

1
人
ず
つ
赤
い
頭
巾
と
ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
こ
を
着
て
記
念
機
影
、

r
お
元
気
で
す
か
？

四
六
会
報
急
須
し

発
刊
1

0
号

新
制
岩
手
中
学
第
4
回
・
新

制
岩
手
高
等
学
校
第
6
回
卒
業

生
を
略
し
て
「
四
六
会
」
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
機
関
誌
と
し
て

r
急
須
】
を
発
行
し
て
、
今
年
で

1
0
号
に
な
り
ま
し
た
。

四
六
会
員
が
原
稿
や
カ
ン
パ を

寄
せ
て
く
れ
る
こ
と
、
そ
れ
に

編
集
者
が
健
康
な
お
蔭
で
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
が
気
ま
ま
に
書
い
た
記
事

轟
し
た
会
報
を
、
ご
覧
に
な
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

四
六
会
事
務
局
／

〒
0
2
0
・
0
4
0
1
　
盛
岡
市

手
代
森
9
・
1
3
・
5
　
北
館
　
鷲

懇
親
会
で
は
背
森
か
ら
の
エ
ン

タ
ー
テ
ナ
ー
あ
す
な
ろ
会
の
皆

さ
ん
の
踊
り
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
最
後
は
高
校
時

代
を
思
い
出
し
な
が
ら
校
歌
を

歌
い
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
元

気
で
活
躍
す
る
事
を
祈
念
し
再

会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

同
級
生
の
高
橋
寛
彦
氏
か
ら

は
「
楽
し
み
は
ま
だ
ま
だ
先
に

あ
る
」
と
還
暦
の
お
祝
い
に
ふ

さ
わ
し
い
色
紙
を
い
た
だ
き
思
い

出
深
い
同
窓
会
に
な
り
ま
し
た
。

（
代
表
幹
事
　
難
波
保
夫
）
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